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発行者 特別養護老人ホーム 松籟の丘

例年にない夏の猛暑も弱まり、さわやかな秋の気配を感じられる今日この頃となりました。

皆様のおかげで、１０月１日で松籟の丘も６周年を迎えます。ご家族はじめ、地域の方々、たくさんの皆様に支えられ

て今日がありますことを、心より感謝申し上げます。

ちまたでは超高齢化のピークに向けて、高齢者施設の加速する重度化、人口減少からくる働き手の減少、併せて介

護人材の不足など・・・施設の周りでも深刻化する問題ばかりが表面化し、明るい話題に触れることが少なくなって

おりますが、私達は、誰もが避けて通ることのできない“老い”を明るく安心して迎えられるよう、

ケアを通じて地域の中に発信していけたらと考えています。松籟の丘が誕生し、地域にある

意義を見出せるよう、皆様と共に歩み、成長していきたいと思います。

安心して暮らせる地域と信頼される施設を目指して、職員一丸となって頑張ってまいります。

施設長 鈴木真理子

編集後記

松籟の丘だより第１１号はイラストを募集したり、直筆のコメントを掲載したりと新しい試みで作成しましたが、いかが

でしたでしょうか。皆様のご意見をお待ちしております。

松籟の丘ホームページも毎月更新しております。是非ご覧になって下さい。

広報委員 秋元 利枝

職員表彰

〈ユニット全体会議〉

〈多床室全体会議〉

歯科検診

多床室とユニットに分かれて、今年も職員全体会議を行いました。

「ここで暮らしてよかった、そう思っていただける支援を目指します」という松籟の丘の理念を再確認し、

今後のケアについて話し合い意識統一を図りました。
椎名真弓、藤本裕子、磯部淳子

（３０年） （２０年） （３０年）

小澤 豊
宮内梨江

梅田紘司 大坂康士

今年のテーマは「理念に沿ったケアができている

か」でした。自施設に自分の家族を入居させたい

と思うか？自分が高齢になった時、入居したい施

設かどうか？自らに問いかけながら、ケアの現状

とあり方を話し合いました。自分に置き換えて考

えながら、入居者に寄り添って支援していきたい

と思います。

一階副主任介護員 山口 真貴子

銚子市歯科医師会の先生方のご協力で、

毎年恒例の歯科検診を６月２８日に行いました。

おいしい食事を続けていけるよう、日々の口腔ケアを

大事にしていきます。

看護師 永井 香織

新・職員紹介 どうぞよろしくお願いします。
ユニットでは「ユニットリーダー研修実地研修

施設になる」という目標に向かって、具体的内

容を周知し、共通意識を持つことを大きなテー

マとしました。

『暮らしの継続』の実現に向けて一歩ずつ取り

組んでいきたいと思います。

主任ユニットリーダー 藤本 裕子

施設内研修

永年勤続表彰
平成３０年度高齢者福祉事業功労者表彰

<介護職員> ＜看護職員＞



　　

六中三年生交流会

東光保育園交流会

成田国際福祉専門学校

６月４日（月）
今年初めて成田国際福祉専門学校、国

際福祉コミュニティー学科の学生達との

交流会を行いました。

初めは外国人（ベトナム、ネパール、カン

ボジア、スリランカ、ガーナ等）に驚いた様

子でしたが、明るく陽気な学生達はすぐに

打ちとけ、手遊びや折り紙をして楽しい時

間を過ごしました。

７月１９日（木）

東光保育園の園児による可愛い鼓笛パレー

ドが来訪、元気な合奏が施設内に響きわたり、

入居者からは笑顔と拍手が湧いていました。

園児を見る入居者の顔も、お孫さんを見守る

ような眼差しで終始ほころんでいました。

８月１０日（金）

銚子第六中学校三年生の生徒さん１３名と安重前施

設長の行う民謡クラブがコラボレーションしました。

中学生の皆さんに、民謡は少し難しかったようですが、

「ふるさと」の合唱や銚子大漁節を踊り、入居者と一緒

に盛り上がりました。

地元野尻町

“さくらの会”のご協力で

立派な入口になりました。

７月３０日

今年も盛大に行われた夏祭り。

たくさんの皆様にご参加いただき

ありがとうございました。 長崎園から

手造りのおみこしを

お借りしました。

～職員の舞踊～

今年の新作

全員で花冠を身にまとい

“どうにもとまらない”

～模擬店～

“夏祭り”をイメージしたイラストを募集し、職員や職員の家族からもイラストを頂きました。ご協力ありがとうございました。

毎年恒例の迫力ある

“南中ソーラン”

模擬店は大繁盛♪

初メニューの

シーフード塩焼きそばが

人気でした。

松籟の丘夏祭り

鳴り物は

”潮鼓会”の皆さん




